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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第34期
第３四半期
連結累計期間

第35期
第３四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自 2020年１月１日
至 2020年９月30日

自 2021年１月１日
至 2021年９月30日

自 2020年１月１日
至 2020年12月31日

売上高 (百万円) 16,986 18,568 21,614

経常利益 (百万円) 4,446 5,074 5,196

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,359 3,384 1,834

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,207 3,439 1,707

純資産額 (百万円) 13,826 12,814 14,326

総資産額 (百万円) 17,231 16,430 18,623

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 33.15 83.67 44.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 33.14 83.66 44.71

自己資本比率 (％) 79.6 78.0 76.4
 

 

回次
第34期
第３四半期
連結会計期間

第35期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.84 29.30
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期（当期）

純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算にお

いて控除する自己株式に含めております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社ジェイエイシーリクルートメント(E05625)

四半期報告書

 2/21



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての

重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本項における将来に関する事項は、四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済においては、首都圏、関西圏を中心として７月から新型コロナウイルス

感染症が再拡大する中、９月の月例経済報告、日銀短観調査では、景況感の回復鈍化に関する表現が目立つように

なった一方で、有効求人倍率は引き続き上昇基調にあり、当第３四半期連結累計期間においては、当社グループの

中核事業である国内人材紹介事業が好調に推移し、グループ全体の業績を大きく牽引する結果となりました。

 国内人材紹介事業においては、特定業界を除くと求人意欲は期初から高く、当第３四半期連結累計期間の成約の

生産性については、新型コロナウイルス感染症の影響がなかった2019年度の同時期を上回る水準となりまし

た。　　

 また、今年度は早期の業績回復を念頭に、期初より「サービス品質向上と採用強化」に力を入れるべく取り組ん

でまいりました。求職者に対してはWebツールを使ったリモート面談に注力し、質と量の両面で成果を残すことがで

きました。また並行して、大規模採用企業に対するアカウントマネージメントを徹底して推進したことで、対象企

業に対する複数成約を大幅に増加させることができました。コロナ渦においてもこれらの全社プロジェクトを強く

推進したことが、業績向上に寄与いたしました。

 一方、マーケットの回復と当社の業績堅調を背景として推進している採用については、上半期に十分な成果をあ

げることができませんでした。その原因を明確にして、採用担当部署の強化を実施し採用体制を大きく改革した結

果、この７月以降は上半期の月間平均採用数を大幅に上回る水準の進捗となり、現在も期末採用目標数の達成を目

指し下半期の最重要課題として取り組んでおります。

 この増員計画と並行して、求職者募集の広告・宣伝も強化しております。この下半期は投資額も大幅に増やし、

第４四半期にはさらなる認知度向上を目指した動画コンテンツをウェブ系媒体に投入していく予定です。

 海外事業につきましては、シンガポール、香港などの主要拠点でのマネージメント刷新を含む採用強化を進めた

結果、生産性の回復、成約単価の上昇が確認できる状況となり、中長期的な成長に向けた体制が整いつつありま

す。しかし、当年度第２四半期以降においては新型コロナウイルスによる感染症再拡大の影響が深刻となってお

り、現在は通年の黒字確保を事業運営の最重要テーマとして取り組んでおります。

 国内求人広告事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で低迷した業界全体の求人掲載数もこの５

月には前年同月比で増加に転じるなど、回復の兆しがみえるようになってまいりました。業績自体は依然厳しい状

況にありますが、マーケットニーズにしっかり焦点を当て、それに対応する体制を整えながら、営業の強化を図っ

てまいります。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は18,568百万円(前年同期比9.3％増)となりました。セグメ

ント別売上高は、国内人材紹介事業が16,681百万円(同9.2％増)、国内求人広告事業が171百万円(同5.0％減)、海外

事業が1,715百万円(同12.1％増)となっております。

利益面では、営業利益は5,077百万円(前年同期比15.3％増)、経常利益は5,074百万円(同14.1％増)、親会社株主

に帰属する四半期純利益は3,384百万円(同148.9％増)となりました。セグメント別損益は、国内人材紹介事業が

5,124百万円(同10.5％増)、国内求人広告事業が△63百万円(前年同期は△37百万円)、海外事業が△22百万円(前年

同期は△1,742百万円)となっております。
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当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称 売上高（百万円） 前年同期比（％）

国内人材紹介事業 16,681 109.2

国内求人広告事業 171 95.0

海外事業 1,715 112.1

合　計 18,568 109.3
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 
なお、事業別・業界部門別に示すと、以下のとおりであります。

事業・業界部門 売上高（百万円） 前年同期比（％）

１．国内人材紹介事業   

電気・機械・化学業界 5,286 103.3

消費財・サービス業界 3,562 106.0

メディカル・医療業界 3,179 115.0

ＩＴ・通信業界 2,781 117.4

金融業界 1,752 112.1

その他 118 120.1

国内人材紹介事業　　計 16,681 109.2

２．国内求人広告事業   

国内求人広告事業　　計 171 95.0

３．海外事業   

海外事業　　計 1,715 112.1

合　計 18,568 109.3
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題についての重要な変更はあり

ません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間においては、国内求人広告事業の販売実績(売上高)が前年同期比5.0％減少しておりま

す。これは主に業界全体の求人掲載数回復の兆しがみえるものの、コロナ禍の影響が継続しているためでありま

す。

 なお、当社グループは主に人材紹介事業及び求人広告事業を行っているため、生産及び受注に関しては該当事項

がありません。
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(5) 主要な設備

会社名
事業所名
(所在地)

設備の内容

投資額

資金調達方法 着手年月 完了年月
完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

提出会社
東京本社
（東京都
千代田区）

人材紹介等
新システム

689 689 自己資金
2012年
９月

2021年
３月

経営資源
管理の効
率化

提出会社
東京本社
（東京都
千代田区）

転職サイト
新システム

153 153 自己資金
2019年
７月

2021年
３月

経営資源
管理の効
率化

 

(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第３四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える新たな要因は発生しておりません。

 

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

① 流動性と資金の源泉

当社グループの所要資金は大きく分けると、経常運転資金と設備投資資金となっております。これらについ

ては、自己資金による調達を基本としております。

 

② 資産、負債及び純資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、売掛金1,167百万円の増加等がありましたが、配当金の支払

いや自己株式の取得等に伴う現金及び預金3,143百万円の減少、繰延税金資産221百万円の減少等があり、前連

結会計年度末に比べて2,193百万円減少の16,430百万円となりました。

　負債につきましては、賞与引当金719百万円の増加等がありましたが、一方で未払費用812百万円の減少、未

払法人税等490百万円の減少等により、前連結会計年度末に比べて681百万円減少の3,616百万円となりました。

　純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益3,384百万円を計上しましたが、一方で剰余金の

配当3,303百万円や自己株式の増加1,541百万円等により、前連結会計年度末に比べ1,512百万円減少の12,814百

万円となり、自己資本比率は78.0％となりました。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 144,000,000

計 144,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
（2021年９月30日）

提出日現在
発行数(株)

（2021年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,389,300 41,389,300
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 41,389,300 41,389,300 ― ―
 

(注) 普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2021年９月30日 ― 41,389,300 ― 672 ― 647
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2021年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2021年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 424,500

完全議決権株式(その他) 普通株式 40,864,400 408,644 (注)１、２

単元未満株式
普通株式
　

100,400 ― (注)３

発行済株式総数  41,389,300 ― ―

総株主の議決権 ― 408,644 ―
 

(注) １．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式600,080株は、「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に

600,000株（議決権の数6,000個）及び「単元未満株式」欄の普通株式に80株を含めております。

３．「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式55株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2021年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株 式 会社 ジェイ エイ
シー リクルートメント

東京都千代田区神田神保町
一丁目105番地神保町三井
ビルディング14階

424,500 ― 424,500 1.03

計 ― 424,500 ― 424,500 1.03
 

(注)　当第３四半期会計期間末の自己株式は424,500株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は1.03％でありま

す。なお、株式付与ＥＳＯＰ信託の信託財産として保有する当社株式は、当第３四半期会計期間末の自己株式

には含めておりません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 新任役員

 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

（株）
就任年月日

常勤監査役 向山　俊明 1967年11月16日生

1992年４月 日本鉱業株式会社(現ENEOS株式

会社)入社

(注)２ ― 2021年５月31日

2007年４月 新日鉱ファイナンス株式会社外

国為替課長

2010年７月 JXファイナンス株式会社外国為

替グループマネージャー

2012年４月 JXエネルギー株式会社海外事業

部海外拠点サポートグループマ

ネージャー

2014年４月 JX Nippon Oil & Energy

Europe Limited Director,

Secretary 兼 General Manager

of Administration Division

2017年４月 同上　兼　JX Nippon Oil &

Energy (EMEA) Limited

Director, Secretary　兼　

General Manager

2018年２月 株式会社ミスミグループ本社　

コーポレートサービスプラット

フォーム　ファイナンス室　財

務チーム　チーフディレクター

2019年１月 フジテック株式会社総合企画本

部総合企画部長等

2021年５月 当社常勤監査役就任(現任)
 

(注) １．監査役向山俊明は、社外監査役であります。

２．就任の時から2024年12月期に係る定時株主総会終結の時まで。

 
(2) 役職の異動

 

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長 取締役会長 田崎　ひろみ 2021年５月14日
 

　

(3) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　

男性11名　女性1名 （役員のうち女性の比率8％）

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイエイシーリクルートメント(E05625)

四半期報告書

 8/21



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年１月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,584 10,440

  売掛金 1,140 2,308

  貯蔵品 1 2

  前払費用 263 328

  その他 99 99

  貸倒引当金 △9 △10

  流動資産合計 15,079 13,167

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 381 389

    減価償却累計額 △220 △236

    建物（純額） 160 153

   機械及び装置 36 45

    減価償却累計額 △22 △27

    機械及び装置（純額） 13 17

   車両運搬具 0 0

    減価償却累計額 △0 △0

    車両運搬具（純額） ― ―

   工具、器具及び備品 424 429

    減価償却累計額 △333 △347

    工具、器具及び備品（純額） 91 81

   リース資産 10 4

    減価償却累計額 △6 △0

    リース資産（純額） 3 3

   建設仮勘定 9 11

   その他 370 414

    減価償却累計額 △237 △279

    その他（純額） 133 134

   有形固定資産合計 412 402

  無形固定資産   

   のれん 990 904

   ソフトウエア 677 638

   ソフトウエア仮勘定 74 82

   無形固定資産合計 1,741 1,625

  投資その他の資産   

   投資有価証券 0 0

   出資金 0 0

   敷金及び保証金 718 784

   破産更生債権等 2 13

   長期前払費用 2 3

   繰延税金資産 669 447

   長期未収入金 12 1

   貸倒引当金 △15 △15

   投資その他の資産合計 1,390 1,235

  固定資産合計 3,544 3,263

 資産合計 18,623 16,430
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  リース債務 0 0

  未払金 379 474

  未払費用 1,496 684

  未払法人税等 1,158 668

  未払消費税等 430 475

  預り金 154 117

  前受収益 39 46

  賞与引当金 ― 719

  役員賞与引当金 ― 79

  株式給付引当金 268 ―

  解約調整引当金 55 80

  その他 144 137

  流動負債合計 4,129 3,485

 固定負債   

  リース債務 3 2

  その他 164 127

  固定負債合計 167 130

 負債合計 4,297 3,616

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 619 672

  資本剰余金 1,569 1,515

  利益剰余金 12,403 12,484

  自己株式 △288 △1,829

  株主資本合計 14,304 12,843

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △83 △28

  その他の包括利益累計額合計 △83 △28

 新株予約権 105 ―

 純資産合計 14,326 12,814

負債純資産合計 18,623 16,430
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 ※1  16,986 ※1  18,568

売上原価 1,175 1,353

売上総利益 15,810 17,214

販売費及び一般管理費   

 役員報酬 480 495

 給料及び手当 5,809 6,309

 法定福利費 879 948

 退職給付費用 207 213

 賞与引当金繰入額 521 719

 役員賞与引当金繰入額 75 79

 株式給付引当金繰入額 112 ―

 貸倒引当金繰入額 8 3

 地代家賃 776 798

 減価償却費 324 299

 のれん償却額 154 83

 広告宣伝費 635 553

 その他 1,422 1,633

 販売費及び一般管理費合計 11,408 12,137

営業利益 4,401 5,077

営業外収益   

 受取利息 5 3

 為替差益 3 ―

 助成金収入 36 ―

 その他 17 11

 営業外収益合計 63 14

営業外費用   

 支払利息 14 13

 為替差損 ― 2

 その他 3 1

 営業外費用合計 18 16

経常利益 4,446 5,074

特別損失   

 固定資産除却損 2 3

 減損損失 ※2  1,580 ※2  32

 事業所閉鎖損失 6 ―

 特別損失合計 1,589 36

税金等調整前四半期純利益 2,857 5,038

法人税、住民税及び事業税 1,290 1,432

法人税等調整額 207 221

法人税等合計 1,497 1,654

四半期純利益 1,359 3,384

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,359 3,384
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 1,359 3,384

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4 ―

 為替換算調整勘定 △148 54

 その他の包括利益合計 △152 54

四半期包括利益 1,207 3,439

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,207 3,439

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

一部の連結子会社における四半期連結財務諸表の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結

会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

(新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大に伴う会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大に伴う会計上の

見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更は

ありません。

 

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

当社は、従業員への福利厚生制度の拡充と当社の中長期的な企業価値を高めることを目的として、従業員イン

センティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託制度」を、2015年８月に導入しておりましたが、2021年３月に終了

したことに伴い、2021年５月より再導入いたしました。

(1) 取引の概要

当社は、あらかじめ定めた株式交付規定に基づき、一定の要件を充足する従業員にポイントを付与し、当該

付与ポイントに相当する当社株式を交付します。従業員に交付する株式については、当社があらかじめ信託設

定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額および株式数は、前連結会計年度においては、287百万

円、279,410株であり、当第３四半期連結会計期間においては、1,017百万円、600,080株であります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。

 

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

当座貸越極度額総額 800百万円 800百万円

借入実行残高 ―百万円 ―百万円

差引額 800百万円 800百万円
 

 

２．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結しておりました

が、この契約は当第３四半期連結会計期間において契約満了に伴い終了しております。

 

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

貸出コミットメント極度額総額 3,000百万円 ―百万円

借入実行残高 ―百万円 ―百万円

差引額 3,000百万円 ―百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１ 売上高には次の金額が含まれております。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

解約調整引当金戻入額 25百万円 27百万円

解約調整引当金繰入額 54百万円 80百万円
 

 

※２ 減損損失

前第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

(1) 減損損失を認識した主な資産及び減損損失額

場所 用途 種類 減損損失（百万円）

シンガポール他８カ国と

地域

事業用資産 建物、その他 249

― のれん 1,330
 

 
(2) 減損損失を認識するに至った経緯

当社は、連結子会社であるJAC Recruitment International Ltd等の保有する固定資産及び関連する「のれ

ん」について、新型コロナウイルス感染拡大等による影響を受け、当初想定していた収益が見込めなくなっ

たことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しておりま

す。

 
(3) 資産のグルーピングの方法

当社グループの事業用資産については、国別・地域別の区分に基づきグルーピングしております。

 
(4) 回収可能価額の算定方法

回収可能価額の算定については、使用価値により測定し、将来キャッシュ・フローを11.0％～16.2％で割

り引いて算出しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めない資産については、零として算出してお

ります。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

(1) 減損損失を認識した主な資産及び減損損失額

場所 用途 種類 減損損失（百万円）

日本 事業用資産 ソフトウエア、その他 8

タイ
事業用資産 その他 4

― のれん 18
 

 
(2) 減損損失を認識するに至った経緯

当社は、連結子会社である株式会社シー・シー・コンサルティングの保有する固定資産について、当初想

定していた収益が見込めなくなったことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

として特別損失に計上しております。

また、連結子会社であるJAC Personnel Recruitment Ltd等の保有する固定資産及び関連する「のれん」に

ついて、当初想定していた収益が見込めなくなったことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減

少額を減損損失として特別損失に計上しております。

 
(3) 資産のグルーピングの方法

当社グループの事業用資産については、国別・地域別の区分に基づきグルーピングしております。
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(4) 回収可能価額の算定方法

回収可能価額の算定については、使用価値により測定し、将来キャッシュ・フローを13.4％で割り引いて

算出しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めない資産については、零として算出しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

減価償却費 324百万円 299百万円

のれんの償却額 154百万円 83百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月26日
定時株主総会

普通株式 3,303 80 2019年12月31日 2020年３月27日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金33百万円が含まれております。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月24日
定時株主総会

普通株式 3,303 80 2020年12月31日 2021年３月25日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金22百万円が含まれております。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

2021年２月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,000,000株を1,911百万円で取得しております。また、

2021年５月14日開催の取締役会決議に基づき、株式付与ＥＳＯＰ信託口に対する第三者割当による自己株式576,300

株の処分を行い、その他資本剰余金及び自己株式がそれぞれ107百万円減少しております。

さらに、新株予約権の権利行使による新株発行により、当第３四半期連結累計期間において資本金が52百万円及

び資本準備金が52百万円増加しております。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が672百万円、資本準備金が647百万円、その他資本

剰余金が868百万円、自己株式が1,829百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント

報告セグ
メント計

調整額 合計
国内人材
紹介事業

国内求人
広告事業

海外事業

売上高       

外部顧客への売上高 15,274 180 1,531 16,986 ― 16,986

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2 13 8 24 △24 ―

計 15,277 193 1,539 17,010 △24 16,986

セグメント利益又は
損失(△)

4,637 △37 △1,742 2,857 ― 2,857
 

(注) １．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と一致しております。

２．国内人材紹介事業の報告セグメントにはのれん償却額55百万円が、国内求人広告事業の報告セグメントには

のれん償却額2百万円が、海外事業の報告セグメントにはのれん償却額96百万円が、含まれております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第３四半期連結累計期間に、海外事業の報告セグメントで249百万円の減損損失を計上しております。

 
（のれんの金額の重要な変動）

　当第３四半期連結累計期間に、海外事業の報告セグメントで1,330百万円の減損損失を計上しております。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント

報告セグ
メント計

調整額 合計
国内人材
紹介事業

国内求人
広告事業

海外事業

売上高       

外部顧客への売上高 16,681 171 1,715 18,568 ― 18,568

セグメント間の内部
売上高又は振替高

15 13 3 33 △33 ―

計 16,696 184 1,719 18,601 △33 18,568

セグメント利益又は
損失(△)

5,124 △63 △22 5,038 ― 5,038
 

(注) １．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と一致しております。

２．国内人材紹介事業の報告セグメントにはのれん償却額55百万円が、海外事業の報告セグメントにはのれん償

却額27百万円が、含まれております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第３四半期連結累計期間に、国内求人広告事業の報告セグメントで8百万円、海外事業の報告セグメントで4

百万円の減損損失を計上しております。

 
（のれんの金額の重要な変動）

　当第３四半期連結累計期間に、海外事業の報告セグメントで18百万円の減損損失を計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 33円15銭 83円67銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,359 3,384

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,359 3,384

普通株式の期中平均株式数(株) 41,019,806 40,451,808

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 33円14銭 83円66銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(株) 16,021 4,585

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注) 株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額及

び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めております。

１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式

の期中平均株式数は、前第３四半期連結累計期間271,461株、当第３四半期連結累計期間356,942株であります。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月11日

株式会社 ジェイ エイ シー リクルートメント

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

東京事務所
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 広瀬 勉 印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 草野 耕司 印
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社 ジェ

イ エイ シー リクルートメントの2021年１月１日から2021年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（2021年７月１日から2021年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社 ジェイ エイ シー リクルートメント及び連結子会社の

2021年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
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認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

　・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

　・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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